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樹
林
の
起
源
を
求
め
て

川
瀬
　
博

一

円
海
山
と
照
葉
樹
林

　
こ
の
一
月
十
二
日
の
朝
刊
各
紙
が
、
環
境
庁

の
「
緑
の
国
勢
調
査
」
の
結
果
を
報
道
し
て
い

た
。
そ
の
見
出
し
は
、
た
と
え
ば
「
照
葉
樹
林

ほ
ぼ
消
滅
―
森
林
面
積
の
○
・
○
六
％
―

残
る
は
鎮
守
の
森
ぐ
ら
い
」
　
（
朝
日
）
、
「
カ

シ
・
シ
イ
な
ど
照
葉
樹
林
激
減
―
面
積
、
霞

が
浦
ほ
ど
に
―
『
鎮
守
の
森
』
『
社
寺
林
』

で
細
々
」
　
（
日
経
）
と
い
っ
た
ト
ー
ン
で
書
か

れ
て
お
り
、
多
く
の
人
々
の
眼
に
ふ
れ
た
も
の

の
、
記
憶
の
底
に
沈
ん
で
い
っ
た
こ
と
と
想
う
。

　
照
葉
樹
林
と
い
う
言
葉
か
ら
喚
起
さ
れ
る
イ

メ
ー
ジ
は
、
多
分
、
各
人
各
様
で
あ
ろ
う
。
新

聞
記
事
に
し
て
も
同
様
で
、
読
売
新
聞
は
「
照

葉
樹
林
が
激
減
―
九
五
一
ヵ
所
、
二
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
」
と
い
う
報
道
に
加
え
て
、
「
日
本
文

化
を
育
て
た
シ
イ
、
ツ
バ
キ
、
カ
シ
、
ク
ス
ノ

キ
」
と
い
う
文
化
史
の
側
面
に
も
ス
ポ
ッ
卜
を

あ
て
て
い
た
の
が
、
私
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
印

象
に
残
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
日
本
文
化
と
は
、

中
尾
佐
助
さ
ん
が
唱
え
た
照
葉
樹
林
文
化
の
こ

と
と
思
う
（
例
え
ば
、
『
照
葉
樹
林
文
化
』
〈
中

公
新
書
〉
参
照
）
。

　
こ
の
文
化
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
時
代
は

さ
か
の
ぼ
る
が
、
繩
文
時
代
（
九
〇
〇
〇
年
～

二
三
〇
〇
年
前
）
の
人
類
の
生
活
を
想
起
し
て

アジア地域の植物類型図―１
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日
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横
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の
自
然
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す
る
照
葉
樹
林
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い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
頃
の
日
本
は
、
照
葉
樹

と
呼
ば
れ
て
い
る
、
シ
イ
、
カ
シ
、
タ
ブ
、
ツ
バ
キ

等
の
常
緑
広
葉
樹
の
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
、
我
々
の
祖
先
で
あ
る
繩
文
人
が
、
採
集
、

狩
猟
、
農
耕
を
営
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
本
か
ら
シ
ナ
を
経
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
地

域
に
及
ぶ
照
葉
樹
林
帯
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
文
化

を
総
称
し
て
、
照
葉
樹
林
文
化
と
呼
ん
で
い
る
。

　
私
は
、
と
い
え
ば
、
ま
ず
、
横
浜
南
部
に
位

置
し
て
い
る
円
海
山
周
辺
に
残
っ
て
い
る
照
葉

樹
林
（
タ
ブ
林
）
の
断
片
が
、
脳
裏
に
、
浮
ん

図―２　円海山周辺の群落環

だ
。
つ
い
で
そ
の
起
源
の
地
で
あ
る
東
南
ア
ジ

ア
の
熱
帯
山
地
の
照
葉
樹
林
帯
（
カ
シ
林
）
へ

と
想
い
を
は
せ
た
（
図
―
１
参
照
）
。

　
そ
れ
は
昭
和
五
十
五
年
～
五
十
六
年
に
か
け

て
、
横
浜
の
″
国
立
公
園
″
と
で
も
い
え
る
円

海
山
周
辺
の
植
物
生
態
調
査
に
参
加
す
る
機
会

を
得
た
か
ら
だ
。
そ
の
折
に
は
、
新
た
な
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
経
験
は
植
物
観
察
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
い
く
つ
か
の
方
向
に
拡
が
っ
て

い
っ
た
。

　
円
海
山
と
そ
れ
に
連
な
る
丘
陵
（
標
高
一
五

〇
メ
ー
ト
ル
前
後
）
は
、
港
南
台
か
ら
鎌
倉
の

天
園
、
六
国
峠
に
か
け
て
位
置
し
て
い
る
。
山

と
呼
ぶ
に
は
低
す
ぎ
、
丘
と
呼
ぶ
に
は
急
峻
す

ぎ
る
。
そ
れ
は
円
海
山
が
、
地
質
上
特
色
の
あ

る
三
浦
丘
陵
の
北
端
に
存
在
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
横
浜
の
中
・
南
部
に
発
達
し
て
い
る
沖

積
平
野
と
も
、
北
・
西
部
の
関
東
ロ
ー
ム
の
積

っ
た
緩
や
か
な
丘
陵
地
と
も
、
山
の
姿
が
異
な

っ
て
い
る
。
二
〇
〇
万
年
ぐ
ら
い
前
の
古
い
堆

積
岩
類
が
、
表
土
付
近
ま
で
、
せ
り
出
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

　
円
海
山
周
辺
も
、
市
内
そ
こ
こ
こ
の
丘
陵
地

の
山
林
と
同
様
に
、
す
べ
て
人
手
が
加
わ
っ
た

林
（
二
次
林
）
と
な
っ
て
い
る
。
地
下
水
位
が

高
い
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
ス
ギ
を
主
体
に

植
林
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
二
次
林
は

ミ
ズ
キ
、
コ
ナ
ラ
等
の
夏
緑
広
葉
樹
が
優
占
し

て
い
る
。
こ
の
円
海
山
周
辺
の
植
物
群
落
と
そ

の
移
り
変
わ
り
（
遷
移
）
に
つ
い
て
は
、
群
落

環
と
し
て
図
―
２
に
掲
げ
て
あ
る
の
で
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
自
然
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
お
わ

か
り
願
え
る
と
思
う
。

　
照
葉
樹
林
と
は
、
こ
の
群
落
環
で
示
す
と
タ

ブ
林
（
イ
ノ
デ
ー
タ
ブ
群
集
）
、
シ
イ
林
（
ヤ

ブ
コ
ウ
ジ
ー
ス
ダ
ジ
イ
群
集
）
の
林
を
呼
ぶ
こ

と
と
な
る
。
ま
た
こ
の
タ
ブ
林
、
シ
イ
林
は
、

安
定
し
た
終
極
の
群
落
を
形
成
す
る
の
で
、
極

相
林
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
然
を
群
落
単
位
で
眺
め
る

と
、
動
的
で
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。
そ
し
て
自
然
保
護
と
は
、
こ
の
群

落
環
で
示
さ
れ
る
自
然
の
も
つ
多
様
性
の
保
護

で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ご
く
断
片
的
に
散
在
し
て
い

る
照
葉
樹
林
に
は
、
ま
ず
、
郷
土
の
自
然
林
で

あ
り
原
植
生
（
人
手
が
加
わ
る
前
の
植
生
）
で

も
あ
る
と
い
う
自
然
史
的
価
値
、
こ
こ
で
は
直

接
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
常
緑
広
葉
樹
林
で
あ
る

た
め
保
水
力
に
富
み
環
境
浄
化
に
大
い
に
役
立

つ
と
い
う
環
境
保
全
的
価
値
、
及
び
東
ア
ジ
ア

文
化
を
は
ぐ
く
み
、
我
々
現
代
人
の
生
活
様
式

の
深
層
を
形
成
し
て
い
る
照
葉
樹
林
文
化
の
象

徴
と
い
う
文
化
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
円
海

山
周
辺
の
原
植
生
で
あ
る
照
葉
樹
林
は
、
調
査

区
域
一
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
わ
ず
か
一
％

程
度
に
す
ぎ
ず
、
悲
し
い
か
な
環
境
庁
の
全
国

調
査
の
結
果
と
同
様
な
調
査
結
果
で
あ
る
。

日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の

自
然
特
性

４
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で
は
照
葉
樹
林
を
失
っ
た
二
次
林
の
植
生

は
、
保
護
す
る
に
値
し
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
と
。
け
っ
し
て
そ
う
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
ち
な
み
に
群
落
を
構
成
し
て
い
る
種
類

数
を
調
べ
て
み
る
と
、
照
葉
樹
林
に
至
る
前
の

円
海
山
も
大
半
が
二
次
林

自
然
保
護
に
二
つ
の
観
点

二



亜
高
木
林
で
あ
る
、
ミ
ズ
キ
林
（
ミ
ズ
キ
―
エ

ノ
キ
群
落
）
、
コ
ナ
ラ
林
（
オ
ニ
シ
バ
リ
―
コ

ナ
ラ
群
集
）
の
種
類
数
の
ほ
う
が
、
照
葉
樹
林

の
構
成
種
よ
り
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
種
の
多
様
性
に
富
む
こ
と
を
裏
づ
け

て
い
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
植
物
種
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
多
層
な
山
林
は
、
豊
か
な
動
物
相

　
（
鳥
類
、
昆
虫
類
等
の
生
息
種
数
）
を
も
保
証

す
る
の
だ
。

　
ま
た
、
こ
の
亜
高
木
林
下
の
低
木
層
、
草
木

層
に
は
、
遺
存
植
物
と
い
わ
れ
る
古
型
の
植
物

が
分
布
し
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
ア
ブ
ラ
チ
ャ

ン
、
ヤ
ブ
デ
マ
リ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
）
。
そ
れ

ら
は
地
質
時
代
の
第
三
紀
（
二
〇
〇
〇
万
年
程

前
）
の
頃
広
く
分
布
し
、
そ
の
後
、
氷
（
河
）

期
に
は
南
方
へ
後
退
を
し
、
次
に
温
暖
期
（
後

氷
期
）
を
む
か
え
て
照
葉
樹
林
が
広
が
っ
た
第

四
紀
沖
積
世
（
繩
文
時
代
以
降
）
に
は
、
逆
に

北
方
へ
と
分
布
を
移
動
し
た
。
そ
の
移
動
の
時

期
に
取
り
残
さ
れ
隔
離
さ
れ
た
植
物
群
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
植
物
相
の
保
護
も
、
現
存
植
生

の
保
護
と
併
せ
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
課
題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
観
点
に
立
っ

た
自
然
保
護
の
方
策
が
、
日
本
の
自
然
を
護
る

上
で
下
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
円
海
山
周
辺
の
ご

く
あ
り
ふ
れ
た
自
然
の
保
護
に
も
あ
て
は
ま
る

考
え
方
で
あ
る
。

遺
存
植
物
の
豊
富
さ

遺
存
植
物
に
つ
い
て
ふ
れ
た
の
で
、
そ
の
周

辺
の
話
題
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
ふ
れ
て
み
た

い
。

　
氷
期
―
間
氷
期
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
安
定

し
た
終
極
群
落
で
あ
る
極
相
林
も
変
化
す
る
。

こ
の
現
象
は
植
生
変
遷
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
氷

期
な
ど
と
い
う
と
、
我
々
の
生
活
と
は
無
縁
で

空
漠
と
し
た
時
代
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
け

っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
現
在

が
氷
期
と
氷
期
の
間
の
時
期
（
間
氷
期
）
で
あ

り
、
こ
の
「
間
氷
期
」
は
、
す
で
に
高
温
期

　
（
六
〇
〇
〇
年
前
の
繩
文
時
代
が
ピ
ー
ク
）
を

終
え
、
地
球
は
確
実
に
次
の
氷
河
時
代
に
向
か

っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
さ
て
、
最
近
の
氷
期
の
最
盛
期
は
二
万
年
前

で
あ
り
、
年
平
均
気
温
が
七
～
九
度
Ｃ
低
下
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
氷
期
の
横
浜
は
、
現
在

の
亜
高
山
帯
（
た
と
え
ば
八
が
岳
の
標
高
一
、

五
〇
〇
～
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
部

分
）
と
同
程
度
の
気
候
と
考
え
れ
ば
よ
い
。

　
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、
極
相
林
も
変
化
を

し
、
当
然
、
植
物
群
落
の
遷
移
も
氷
期
に
あ
っ

て
は
現
在
の
群
落
環
と
は
異
質
な
も
の
と
な
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
き
な

変
動
の
中
で
、
植
物
の
進
化
、
滅
亡
の
ド
ラ
マ

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
種
が
進
化
す
る
の
で
は

な
く
。
そ
う
か
と
い
っ
て
滅
び
る
の
で
も
な
く
。

植
生
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
取
り
残
さ
れ

た
植
物
が
こ
こ
で
い
う
遺
存
植
物
で
あ
る
。

　
横
浜
―
日
本
―
東
ア
ジ
ア
の
自
然
の
特
徴
の

一
端
を
、
遺
存
植
物
の
豊
富
さ
と
い
う
現
象
か

ら
眺
め
て
み
た
。
動
物
と
異
な
り
植
物
の
生
態

的
地
位
の
変
動
は
、
眼
に
と
ま
り
に
く
い
が
、

時
間
の
尺
度
を
長
く
と
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
規

則
的
な
変
化
の
相
を
み
て
と
る
こ
と
も
で
き
る

の
だ
。自

然
現
象
に
社
会
を
発
見

　
こ
の
日
本
―
東
ア
ジ
ア
（
東
洋
）
の
自
然
特

性
を
考
え
る
に
つ
け
、
植
物
社
会
学
を
集
大
成

し
た
ブ
ラ
ウ
ン
―
ブ
ラ
ン
ケ
さ
ん
の
著
書
『
植

物
社
会
学
』
の
次
の
よ
う
な
一
節
を
思
い
だ

す
。
「
日
本
語
訳
へ
の
こ
と
ば
」
の
冒
頭
の
部

分
だ
。

　
　
「
本
訳
は
ま
た
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理
念
に

基
づ
く
我
々
の
学
問
の
現
在
の
状
態
を
皆
さ
ん

に
親
し
く
伝
え
、
異
質
的
な
北
ア
メ
リ
カ
や
ロ

シ
ア
の
学
問
と
対
決
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
」
。

　
自
然
に
対
す
る
認
識
の
基
本
は
西
洋
に
学
ぶ

と
し
て
も
、
手
に
し
得
る
調
査
対
象
は
、
目
前

の
目
本
の
自
然
で
あ
る
。
氷
期
の
影
響
の
度
合

い
も
、
植
物
の
種
の
系
統
も
西
洋
の
そ
れ
と
は

異
質
な
日
本
の
自
然
で
あ
る
。
こ
の
異
質
な
自

然
を
取
扱
う
注
意
を
、
ブ
ラ
ウ
ン
ー
ブ
ラ
ン
ケ

さ
ん
は
西
洋
の
自
然
観
察
の
経
験
か
ら
、
我
々

に
喚
起
し
た
も
の
と
う
け
と
め
た
い
。

　
自
然
現
象
の
中
に
社
会
を
発
見
し
て
ゆ
く
方

法
を
植
物
社
会
学
の
方
法
と
す
る
な
ら
、
か
つ

自
然
（
植
生
）
は
類
型
化
可
能
で
あ
る
と
い
う

哲
学
で
話
題
を
す
す
め
て
よ
い
の
な
ら
、
植
物

社
会
学
と
い
う
学
問
の
日
本
土
着
化
は
、
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
だ
、
と
い
う
感
を
強
く
し
た
も

の
だ
っ
た
。

三

ア
ジ
ア
の
自
然
に
学
ぶ

照
葉
樹
林
復
元

照
葉
樹
林
復
元
の
方
策
は
？

　
さ
て
、
話
題
を
照
葉
樹
林
に
戻
し
た
い
。
全

国
的
に
激
減
し
つ
つ
あ
る
照
葉
樹
林
に
つ
い
て

だ
。

　
　
「
す
べ
て
の
二
次
林
を
照
葉
樹
林
に
復
元
を

！
」
と
は
い
わ
な
い
に
し
て
も
、
都
市
部
に
お

け
る
山
林
を
照
葉
樹
林
に
復
元
す
る
良
い
方
策

を
実
施
し
た
い
も
の
だ
。

　
円
海
山
周
辺
の
植
生
調
査
に
参
加
し
な
が

ら
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。
そ
の
時
だ
っ
た
、

こ
の
照
葉
樹
林
の
起
源
の
地
を
、
一
度
訪
れ
て

み
た
い
と
思
っ
た
の
は
。
起
源
の
地
と
は
、
東

南
ア
ジ
ア
だ
。
東
南
ア
ジ
ア
（
南
洋
）
の
熱
帯

山
地
だ
。

　
西
洋
の
自
然
で
は
な
く
、
南
洋
の
自
然
を
み

た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
気
持
ち
は
、
こ
つ
ぜ
ん

と
心
の
奥
底
か
ら
涌
い
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。

今
、
そ
の
気
持
ち
を
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
西
洋
、
と
い
っ
て
も
地
中
海
沿
岸
地
方
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
分
布
し
て
い
る
常
緑
広
葉
樹
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
照
葉
樹
と
は
、
葉
の
輝
き
に

つ
い
て
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
葉
の
厚
さ
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大
き
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
そ
の
「
血
縁
」

　
（
系
統
）
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、

硬
葉
樹
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
コ
ル
ク
ガ
シ
の
仲

間
だ
。

　
こ
の
硬
葉
樹
で
代
表
さ
れ
る
南
部
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
よ
り
も
、
南
洋
の
山
地
の
照
葉
樹
に
魅
了
さ

れ
た
の
は
、
東
洋
（
日
本
）
と
南
洋
（
東
南
ア

ジ
ア
）
の
常
緑
広
葉
樹
の
系
統
の
近
さ
に
由
来

す
る
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
同
じ
照
葉
樹
で
も
、

東
洋
（
日
本
）
の
そ
れ
と
、
南
洋
（
マ
レ
ー
シ

ア
）
の
そ
れ
と
は
、
自
然
に
お
け
る
役
割
と
位

置
が
相
違
す
る
（
生
態
的
地
位
が
異
な
る
）
。

こ
の
生
態
的
地
位
の
相
違
を
現
地
で
確
が
め
、

日
本
の
照
葉
樹
を
進
化
の
レ
ベ
ル
が
ら
考
え
る

よ
す
が
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
照
葉
樹
林

表－１　キナバル山域における植物の垂直分布帯（堀田　実）

図―３　原始的なブナ科植物の分布

　
照
葉
樹
林
文
化
の
中
心
は
、
中
国
（
雲
南

省
、
湖
南
省
）
、
イ
ン
ド
（
ア
ッ
サ
ム
地
方
）

な
ど
の
東
ア
ジ
ア
大
陸
で
あ
る
が
、
照
葉
樹
林

の
起
源
の
地
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
山
地

だ
。
た
と
え
ば
、
豊
が
な
植
物
相
の
存
在
で
知

ら
れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
峰
キ
ナ
バ
ル
山
（
標

高
四
、
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
例
に
す
れ
ば
、

標
高
一
、
〇
〇
〇
～
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

カ
シ
林
が
照
葉
樹
林
の
起
源
の
地
に
相
当
し
て

い
る
。

　
表
―
１
は
、
キ
ナ
バ
ル
山
の
垂
直
分
布
帯
の

模
式
図
だ
。
赤
道
直
下
と
も
い
え
る
こ
の
地
に

熱
帯
～
暖
帯
～
温
帯
～
高
山
帯
に
ま
た
が
る
植

物
が
分
布
し
て
い
る
。

　
標
高
の
低
い
熱
帯
降
雨
林
帯
の
森
林
は
、
ラ

ワ
ン
材
の
原
木
で
知
ら
れ
て
い
る
フ
タ
バ
ガ
キ

科
の
植
物
が
樹
高
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
至
る
超
高

木
層
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
、

こ
の
植
生
帯
の
樹
木
の
伐
採
が
急
ピ
ッ
チ
で
す

す
め
ら
れ
て
お
り
、
造
林
計
画
が
効
を
奏
さ
な

い
と
四
○
～
五
〇
年
で
有
用
な
樹
木
は
ゼ
ロ
に

な
る
と
予
想
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
近
代
的
造

林
計
画
も
、
南
洋
の
住
民
の
生
活
様
式
（
焼
畑

移
動
耕
作
）
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
隘
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
に
南
洋
の
自
然
に
絡
む
問
題
も
多
岐

に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
、
横
浜
の
原
植
生
の

復
元
を
目
指
す
上
で
俎
上
に
載
っ
た
照
葉
樹
林

　
（
ブ
ナ
科
の
常
緑
カ
シ
類
）
の
起
源
の
問
題
を

考
え
る
こ
と
に
的
を
絞
り
た
い
。

　
熱
帯
山
地

　
さ
て
、
ブ
ナ
科
に
含
ま
れ
る
各
属
の
系
統
関

係
は
、
図
―
３
の
と
お
り
で
あ
り
、
果
実
で
あ

る
ド
ン
グ
リ
の
形
態
等
の
変
異
を
重
要
な
メ
ル

ク
マ
ー
ル
に
し
て
、
ク
リ
亜
科
、
コ
ナ
ラ
亜
科

ブ
ナ
亜
科
に
三
区
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最

近
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
キ
ナ
バ
ル
山
で
見
つ
が
っ

６
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図―４　FORMANによって提出された殼斗片、花

　数、果実の形態に基づいたブナ科の系統的な関係

え
る
上
で
の
要
諦
を
な
し
て
い
る
。
と
い
う
よ

り
、
こ
の
カ
ク
ミ
ガ
シ
属
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
ブ
ナ
科
植
物
の
系
統
・
進
化
の
筋
道

の
謎
が
解
け
た
と
い
え
る
。
こ
の
属
を
含
む
原

南
ア
ジ
ア
と
北
米
西
部
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
、
ブ
ナ
科
全
体
の
分
布
を
調
べ
る
と
、
そ

の
種
類
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
山
地
帯
が
圧
倒
的

に
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、

ク
リ
ガ
シ
属
（
シ
イ
属
）
は
日
本
で
は
二
種
、

キ
ナ
バ
ル
山
で
は
一
一
種
、
北
米
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
に
一
種
…
と
い
う
具
合
）
。
ゆ
え
に
、
原

始
的
な
固
有
属
の
存
在
（
残
存
固
有
分
布
と
い

う
現
象
）
と
、
同
属
多
種
類
に
わ
た
る
分
布
の

存
在
（
適
応
的
放
散
現
象
の
中
心
地
）
か
ら
判

断
し
て
、
南
洋
の
熱
帯
山
地
こ
そ
が
、
ブ
ナ
科

―
常
緑
カ
シ
類
―
照
葉
樹
の
起
源
の
地
で
あ
る

こ
と
が
推
定
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
異
説
も
あ

る
が
。

　
私
は
今
ま
で
、
古
型
と
い
う
言
葉
を
用
い
た

が
、
こ
の
常
緑
ブ
ナ
科
の
先
祖
は
、
中
生
代
白

亜
紀
（
一
億
年
位
前
）
に
出
現
し
た
と
化
石
か

ら
判
断
さ
れ
て
い
る
。
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　
群
落
構
造
研
究

　
こ
の
よ
う
に
、
照
葉
樹
の
起
源
・
系
統
・
分

布
・
分
化
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
研
究
が
進
ん

で
い
る
。
だ
が
、
円
海
山
周
辺
の
植
物
生
態
調

査
で
採
用
し
た
方
法
、
植
物
社
会
学
に
よ
る
群

落
構
造
の
研
究
は
、
南
洋
の
植
生
を
類
型
化
す

る
上
で
困
難
な
課
題
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
ま

だ
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
私
は
、
種
の
進
化
と
は
、
大
き
な
気
候
変
動

期
に
お
け
る
新
し
い
群
集
（
共
同
体
）
へ
の
構

造
再
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
遂
行
さ
れ
る
と

い
う
仮
説
（
そ
の
標
識
は
、
標
徴
種
の
生
産
―

再
生
産
構
造
の
変
動
で
あ
り
、
数
量
化
の
方
法

に
よ
り
解
析
）
を
い
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の

観
点
に
立
っ
て
、
熱
帯
山
地
の
常
緑
カ
シ
林
の

群
落
調
査
を
行
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
。
　
　
　
〈
緑
政
局
公
園
緑
地
部
計
画
課
〉
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た
新
し
い
属
（
カ
ク
ミ
ガ
シ
属
）
は
、
こ
の
系
　
　
始
的
な
ブ
ナ
科
の
分
布
は
、
図
―
４
の
と
お
り

統
関
係
図
で
わ
か
る
と
お
り
、
進
化
現
象
を
考
　
　
で
あ
り
、
そ
の
図
か
ら
読
み
と
れ
ば
、
同
様
に

古
型
を
示
す
属
（
ト
ゲ
ガ
シ
属
で
、
北
米
西
部

に
分
布
）
も
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
分
布
し
て

い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
ま
り
ブ
ナ
科
の
古
型
の
属
の
分
布
が
、
東

課
題
山
積
す
る
植
物
社
会
学
に
よ
る
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